
平成28年10月20日

班月6田(田)は朝8:00より

資源ごみ回収致します｡

青葉台自治会

環境･保全部会

28年5月へ28年10月の資源ゴミ回収実績報告

5月 塗ﾈ��7月 �#吋繹ﾈ��28年9月 �#吋���ﾈ��

区分 ��I|｢�数量 ��I|｢�数量 ��I|｢�数量 

新聞 �3��ｶr�210kg 鉄s�ｶr�500kg �3S�ｶr�480kg 

雑誌 都��ｶr�290kg �#��ｶr�490kg ����ｶr�620kg 

ダンボ-ル �#3�ｶr�170kg �##�ｶr�200kg ��s�ｶr�170kg 

小計 ��ﾃ3#�ｶr�670kg 涛��ｶr�1,190kg 田#�ｶr�1,270kg 

古布 鼎�ｶr�90kg 鉄�ｶr�20kg �6ｶr�50kg 

小計 鼎�ｶr�90kg 鉄�ｶr�20kg �6ｶr�50kg 

アルミ缶 鉄�ｶr�40kg 都�ｶr�60kg 田�ｶr�70kg 

スチ-ル缶 ���ｶr�4kg ���ｶr�10kg ���ｶr�10kg 

小計 田�ｶr�44kg 塔�ｶr�70kg 都�ｶr�80kg 

1.8L瓶 ��9gｲ�5本 ��ygｲ�13本 添gｲ�6本 

ビ置ル瓶 ��igｲ�3本 ��Ygｲ�- �#�gｲ�- 

小計 �#冏ｲ�8本 �3)gｲ�13本 �#Ygｲ�6本 

市より 澱ﾃ���冷�3,800円 迭ﾃ#��冷�6,050円 �2ﾃ��X冷�6,600円 

業者より �"ﾃ#c�冷�1,484円 �"ﾃs��冷�2,420円 �"ﾃ#��冷�2,665円 

合計 湯ﾃ�c�冷�5,284円 途ﾃ���冷�8,470円 迭ﾃC�X冷�9,265円 

資源ごみ回 假ｸ-h+"�協力お願いします｡ 

*各ゴミステ山ション､集会所にて回収して

います｡宜しくお願いします｡

*　ストックハウスもご利用下さい｡

11月担当は､　9班清水班長､ 10班芳川班長です｡

よろしくお願いします｡
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器鷲驚琵三善左脇講読㌫
個別の相談や面接もできます｡
ハロ-ワ-クに登録されていない方､ご家族の方なども参加は自由です｡
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平成27年中の県央消防本部管内での救急車の出場件数

は10,186件でした｡ 10年前に比べると1 ,700件以上増

えています｡この中には､酒酔いや打撲､切り傷などの

症状で明らかに緊急性が低いと思われる救急要請も多く

､また､病院までタクシ-代わりに呼/5¥7:jど不適切なケ
-スも少なくありません｡

県央消防本部(3署7分署)管内には､それぞれ1台

の救憲章しかありません｡もしへ　出場が重なった場合

はへ　遠くの消防署から現場に向かうため到着が遅れて

しまいます｡

※県央消防本部管内

廟院寒こ連れ亡行コた高がし冒し｢鵬抑?
誰押書こ開設で重た∃冊

羊ん指亡書幅王王
県央消防本部　通信指令課

電話による医療機関の紹介(24時間)

丁Eし｡0957-23萱81 99

長崎県小児漱恵電話相談センター
お子さんの急な病気などで心配なときへ経験豊富な

看護師が対処法や応急処置についてアドバイスします｡

毎日(365日)午後6時から翌朝8時まで｡なお日曜,祝

日は昼間も対応｡　　　丁巨｣｡ # 8000

枚がさき医魔機関情報システム
診療科目や名称､キ-ワ-ド､市町村名等から

病院,診療所､歯科診療所､助産所を

検索することができるシステムです｡

http://i｢you｡P｢ef｡ nagaSak日p/ QRコ-ドでUR｣の

読み取りができます｡

長崎県敵意医接情報システム(在宅当番医情報)

長崎県内の在宅当番医情報や医療機関回

情報を提供｡

http二//www｡ p｢ef事nagaSak巾p/

kyu kyu/ ORコ-ドでUR｣の

読み取りができます｡
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諌早市､大村市､雲仙市(国見町へ　瑞穂町を除く)

恵性心筋梗塞の症状鬱護額輔弼
i突然､胸の真ん中に生じる持続する

強い痛み
-胸が締め付けられるような苦しさ

脳卒中の症状 簿　箋　謬�x���C竸ｸ��/���8��胸�C9|����@
･体の片側に力が入らなくなる
｡言葉がうまく喋れなくなり､ろれつが

回らない
｡顔がゆがんだようになる

※他にも意識障害､呼吸困難､
激しい頭痛なども注意が必要です｡

轡　諾謹器量≡書誌三言



主晴:厚生労鴨雀･内閥婿

虐待かもと思ったらすぐ書こお電話をください｡
あ楊たの｢本のお電話で救われる子どもがいます｡

連絡は匿名で行うことも可能です｡連絡書や連絡内容に関する秘密は守られます｡

お住まいの絶域の児童椙秘酌ごつ導がりまt. 3ee-鶴の申書館から蜂つな#|鳩せん｡
毅通捌かか#lJ事ta

出産や子育てに関する悩みや疑問がある方は､下記へお気軽にご相談ください｡
長崎こども･女性･障害者支援センタ-　　　　　　諌早市こども支援課(相談電話)

095-844-61 66または22書2374
※之4時間対応 配賦

額

田

児童虐待は社会全

※月一合(祝日除く)8:30-17:15

子ども虐待を防止するという
メッセ-ジが込められています｡



あなたのまわりで､こんなことはありませんかつ

おかしいと

感じたら

迷わず相談

(通告)を

園
出国聞圃関田悪回目

で温く､､

【地域で】

○虐待行為そのものの目撃∴

○たたく音や叫び声がする｡

○泣き声が絶えない｡

など

【子育て中の保護者のみなさんへ】

自分ひとりで悩んだり､がんばろうと
思わないで､早めに身近な人に相談し
毒しょう｡

〇人ひとりが違う個性を持った子どもたち

の子育てに戸惑ったり､人間関係に悩んだ

り､出向そのうえ､ 24時間休みなしの子育

ては､大きな負担です｡

【地域のみなさんへ】

身近に子ども連れの人がいたら気軽に
声かけをして支援していきましょう｡

核家族が増えたり､近所とのつきあいも
減った環境のなかでの子育ては､不安も多

く､ストレスを感じています｡

話を聞いてあげるだけでも気持ちは楽にな

るものです｡

知ってる?

｢児童虐待防止法｣
(児童虐待の防止等に関する法律)

【子どもの様子】

○不自然な時間の彿個が多い｡

○衣服や身体が非常は与れている｡

○季節に合わない服を着ている｡

○不自然な傷やあざが多い｡

など

【保護者の様子】

○地域の中で孤立している｡

○子どもが病気やけがをしても､

病院に連れていかない｡

○子どもを置いてたびたび外出

する｡　　　　　　　　　など

躍重壁籠艶蟄難紗爛

虐待の発生予防､早期発見､安全確認､保護､子どもの自立支援､家族再統合に向けた

支援など総合的･具体的に定めています｡

たとえば､

●虐待を発見しやすい立場の人に早期発見の努力を､国民全員に通告義務を
繚児童相談所には立入調査やH頭要求へ　裁判所の許可を轟けての臨検､保護した

子どもへの通信･面会の制限等の権限を
S必要に応じ警察官の援助も求められること

などを定めています｡

おおげさに怒りすぎることはない?

A宗豊諾豊窪等k¥籍藷かUます

人間関係が崩れるのか`u配?

A篭護等窯黙彙茶黙こ誌言霧業号霊室:.3`
るのですo

愛してくれるはずの人に傷つけられる子どもの気持ちになってみましょう｡どんなことが起ころうとも､
子どもは家庭で暮らすしかないのですから｡
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2016.1 1 /27(日) (T5:13:ooo+5:40

諌早文化会館大ホ臆ル
入場無料　全席自由唐
音託児室有〈要予約〉　■手話通訳有

講師/佐久間良子氏

佐久間良子氏と柴田美保子氏のトークショー

日時
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市1漢書森易記念文化講演会
諌早市が生んだ脚本家･市川森一氏の偉大な功績を請えるとともに､ ｢ひとが輝く

創造都市･諌早｣の実現に向け､市民が多様な文化に触れるために｢市川森-記念

文化講演会｣を開催いたします｡今回は女優として多方面で活躍中の佐久間良子氏

を講師にお招きします｡

平成28年1 1月27日(日)
13こ30-15こ40 (13こ00開場)

諌早文化会館大ホ鵜ル
入場無料(全席自由席)
手話通訳有
託児室有(要予約)

開場13:00へ

開会13:30-　　市長あいさつ

13 : 40-　　講演

演題｢女優として　母として｣

講師/佐久間良子氏

対談｢佐久間良子氏と柴田美保子氏のト｣クショ-｣

閉会15:40

女優

佐久間良子氏
東京都出身｡東映第四期ニユ-フェ-ス｡映画｢故郷はみどり

なりき｣でデビュ｣｡ ｢五番町夕霧楼｣でサンケイ新聞社シル

バ-スタ-主演女優賞･京都市民映画主演女優賞､ ｢湖の琴｣

でNHK主演女優賞を受賞｡以後｢細雪｣ ｢人生劇場｣等130本

以上の映画に出演｡舞台では､三島由紀夫原作｢春の雪｣で初

舞台ながら4ヶ月のロングランとなった｡

以後｢桜の園｣, ｢椿姫｣等多数出演し, ｢唐人お吉｣では菊田
-夫演劇大賞･文部省芸術祭賞を受賞｡テレビでは｢皇女和の

宮｣ ｢天琵院篤姫｣等多数に出演｡特にNHK大河ドラマ｢おん

な太閤記｣ねね役で女性初の主演を務める｡

趣味の書道では1975年日展に入選､ 2000年には毎日書道展毎日

賞を受賞｡ 2011年文化庁長官賞､ 2012年旭日小綬章を受賞｡

女優

柴田美保子氏
大阪市出身｡ 1964年NHK連続ドラマ｢チコちゃん日記｣で主

役デビュ-｡その後伊丹十三監督作品｢マルサの女2｣ ｢静かな

生活｣ (等5作品)など映画やテレビ･舞台で活躍｡ 1981年から

6年半に渡りテレビ朝日｢モ〇二ングショ-｣の司会を務める｡

2012年9月｢古事記編纂1300年イベント･神々の宿る島壱岐･

響きあう魂たち｣､ 2013年1月古事記絵巻｢束儀秀樹と賢者たち｣､

2013年5月出雲大社｢平成の大遷宮｣奉祝奉納公演｢絵と音と

舞のコンサ-トー出雲に捧ぐ｣､ 2013年11月｢ドラマティック

古事記I｣宮崎公演､ 2014年7月｢ドラマティック古事記I｣

京都公演､ 2015年1月｢ドラマティック古事記Ⅱ｣宮崎公演､

2015年3月｢ドラマティック古事記I｣福岡公演､ 2016年2月

｢ドラマティック古事記Ⅲ｣宮崎公演､各々語り部役として出演｡

2016年9月3日東京新国立劇場オペラパレスで｢ドラマティック

古事記I｣上演｡また-人で語る｢天語り古事記｣の活動も各

地で行っている｡夫は脚本家･市川森-｡

圏
閉
口



平成28年9月3〇日(金)第8号めざす学校懐｢明るく活力のある楽しい学校｣盈

【主な行事予定】 <1 〇月>
1日〈土)用船んりんピックリハ-サル(昼食は主催者準備)

新人大会(リフトテ二人卓球)
2日(日〉用新人大会(柔道)
3日〈月〉川冬服移行期間開始-21日
4日〈火〉用部活動講習会(栄養関係)

市駅伝大会激励会
給食費集金日　-6日

6自体)出市中総体駅伝大会
特別支援学級交流遠足
新人大会(硬式テニス)-9日
学習発表会

(昼食は主催者準備)

3年生

iねんりんピック齢

実力テスト
進路説明会
冬服完全移
両市中学校音楽会(3年生)

臆臆　二　　　　　●　　●○○○　○　●〃｣〇一　○○　."′○○∴　　/　　(　　ノ"

デ-トDV防止教室(3年生)
ゾユニ耽リンビック(軸､榎並)-3〇日
新人大会(軟式野球)
旅行一11/2.連合生徒会

《心に響いた言葉》 ｢私たち西中生徒全員で､ -日も早く皆さんが今まで通りに生活ができるように､何よりも

笑顔で過ごせることを応接しています｡ ｣熊本地震で被災した木山中学校に送った生徒会の手紙から

生
き
オ
ン

十
月
十
三
日
､
学
習
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
｡

こ
れ
ま
で
各
学
年
毎
に
発
表
会
を
設
定
し
て
い
た

総
合
的
な
学
習
発
表
会
と
人
権
集
会
を
一
日
に
集

約
し
て
参
観
者
が
多
く
な
れ
ば
と
願
う
と
と
も
に

一
つ
の
大
き
な
柱
｢
生
き
方
｣
　
を
考
え
る
一
日
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡
地
域
の
文
化
や
働
き

方
等
の
学
習
を
と
お
し
て
､
｢
さ
て
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自
分
は
ど

う
す
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?
｣
　
と
自
問
す
る
｡
何
事
に
お
い
て
も
､

こ
の
間
い
が
肝
心
で
す
｡
生
徒
と
共
に
私
た
ち
も

い
っ
し
ょ
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
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｡

午
後
は
人
権
を
考
え
る
集
い
で
す
｡
人
と
し
て

の
尊
厳
を
考
え
､
守
り
､
高
め
合
う
た
め
に
具
体

的
に
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
｡

十
五
日
は
､
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
に
､

全
校
生
徒
で
出
場
し
ま
す
｡
年
齢
を
重
ね
て
も
生

き
生
き
と
人
生
を
楽
し
む
生
き
方
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
｡

期
日
が
前
後
し
ま
し
た
が
､

六
日
は
市
中
総
体
駅
伝
大
会
で
す
｡

自
分
の
番
を
一
所
懸
命
に
走
っ
て
…

次
の
走
者
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
｡

よ
く
人
生
に
た
と
え
ら
れ
る

競
技
で
す
｡

ふ
と
し
た
こ
と
に
想
い
寄
せ

思
考
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
｡

キ
ャ
リ
ア
教
育

本
校
は
､
諌
早
市
教
育
委
員
会
の
指
定
を
受
け

て
､
｢
進
路
指
導
･
キ
ャ
リ
ア
教
育
｣
　
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
｡
基
盤
は
､
全
国
一
律
に
求
め
ら

れ
て
い
る
カ
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
､

〃
諌
早
市
立
〃
の
学
校
と
し
て
､
諌
早
市
(
郷
土
)

に
貢
献
す
る
(
又
は
故
郷
諌
早
と
関
わ
り
続
け
る
)

人
づ
く
り
で
す
｡

表
題
の
　
｢
キ
ャ
リ
ア
｣
は
､
自
分
が
描
く
夢
や

希
望
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
や
資
質
､

経
験
な
ど
を
総
じ
た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
｡

自
分
の
生
き
方
､
人
生
の
味
わ
い
方
､
人
と
の

関
わ
り
方
を
イ
メ
-
ジ
し
､
準
備
を
重
ね
て
幸
せ

を
実
現
さ
せ
る
-
 
､
そ
の
構
想
を
も
と
に
し
て
､

現
実
世
界
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
を
自
分
の
も
の
に

し
て
い
く
｡
例
え
ば
高
校
入
試
｡

目
標
は
｢
合
格
｣
　
で
す
が
､

そ
の
結
果
を
も
た
ら
す
に
は
､

勉
強
を
し
続
け
る
カ
､
親
の

理
解
と
協
力
を
得
る
力
等
､

多
く
の
力
が
必
要
で
す
｡

就
職
や
家
族
づ
く
り
と

な
る
と
､
ま
た
違
っ
た

力
や
資
格
､
経
験
､

資
質
　
(
人
間
的
な
魅
力
)

等
が
要
り
ま
す
｡

先
が
見
え
な
い
変
化
の

激
し
い
時
代
の
中
で
生
徒

た
ち
は
生
き
る
こ
と
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

｢
キ
ャ
リ
ア
｣
　
の
視
点
に

立
っ
た
授
業
づ
く
り
や

相
談
体
制
､
指
導
の

携
空
襲
襲
え
.
 
`

整
備
し
て
い
き
た
い
･
-

と
思
い
ま
す
｡

(
コ
ラ
ム
　
馬
渡
抄
)

地
域
の
方
か
ら
の
手
紙

先
日
､
｢
前
略
､
小
生
は
｣
　
と
始
ま
る
お
手

紙
を
年
配
の
方
(
匿
名
)
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
を
鑑
賞
し
て
　
｢
青
春
､

情

熱

､

感

動

､

想

ひ

出

三

等

に

浸

っ

た

楽

し

い

一

時

｣

　

だ

っ

た

と

綴

ら

れ

て

い

ま

し

た

｡

ま

た

､

別

の

日

の

こ

と

と

し

て

本

校

正

門

前

で
吹
奏
楽
部
員
と
思
わ
れ
る
少
年
が
立
ち
止

ま
っ
て
　
｢
お
耳
う
ご
ざ
い
ま
す
｣
　
と
丁
寧
な

挨

拶

を

し

て

く

れ

て

嬉

し

か

っ

た

と

い

う

エ

ピ

ソ

-

ド

を

紹

介

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

｡

直

筆

の

文

字

の

一

つ

一

つ

か

ら

､

お

寄

せ

く
だ
さ
っ
た
方
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
な
方
が
生
徒
を
見
守
っ
て
く
だ

き

っ

て

い

る

こ

と

に

感

謝

し

っ

つ

､

よ

り

い

っ
そ
う
教
育
活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思

い

ま

し

た

｡

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

｡

〇
〇
〇
〇
〇
寛
一
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学校教育目標｢国際的視野に立つ､徳･知･体の調和のとれた気概のある日本人の育成｣魂
-s接l(　　と表果さス中ての

繰盤驚喜三る何査紹ユいを'

s-i-NEなど)　を持っていない生徒が一番左にあります｡勉強時間が多い　(二時

らゲリ　　oかを結介l o見下

通信アプリの使用時閏と勉強時間へ数学の平均点との関係

平目の通信アプリの使用時間

(, 9,い

ま

すと生今のoい徒〃ル

れはま
でて見す

あ氏晴ニゲ王帯た｢
るはらヤルにび~信ミ

磐露欝名

護
をだの宣ししがス
知ろ手数たて､会

隷鞘
《今日は何の日か1 0月2日用ガンジー誕生､1 0月5日用山口百恵引退､1 0月了日用安政の大獄､1 0月1 0日用東京オリンピック開会式

1 0月1 2日出松尾芭蕉没､ 1 0月21日用伊能忠敬地図書き始め､ 1 0月25日用島原の乱､ 1 〇月2丁目川吉田松陰刑死

通
信
ア
プ
リ
の
使
い
す
ぎ
は
､

勉
強
の
効
果
を
打
ち
消
す
-

間
以
上
)
　
生
徒
が
　
｢
▲
｣
｡
少
な
い
生
徒
　
(
三
〇

分
未
満
)
　
の
生
徒
が
　
｢
◆
｣
｡
そ
の
間
の
生
徒
が

｢
■
｣
　
で
す
｡
注
目
は
､
勉
強
を
二
時
間
以
上
し

て
も
､
通
信
ア
プ
リ
を
二
時
間
以
上
す
る
と
､
勉

強
を
三
〇
分
し
か
し
て
い
な
い
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

い
な
い
生
徒
の
平
均
点
を
下
回
る
-
と
い
う
こ
と

で
す
｡
記
事
に
よ
る
と
｢
通
信
ア
プ
リ
の
使
用
時

間
そ
の
も
の
が
ダ
イ
レ
ク
ト

に
成
績
に
強
く
影
響
し
て
い

る
｣
　
と
あ
り
ま
し
た
｡

本
校
は
､
『
夜
の
九
時
に

は
s
N
s
　
(
通
信
ア
プ
リ
)

の
使
用
を
や
め
る
』
　
と
み
ん

な
で
決
め
ま
し
た
｡
こ

-
ル
は
生
徒
自
身

を
守
る
だ
け
で
な

や
本
市
の
未
来
も
守
る

う
確
信
を
持
っ
て

シ
リ
-
ズ

新
学
習
指
導
要
領
　
そ
の
三

｢
変
わ
る
の
は
何
?
｣

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
関
し
て
､
前
回
｢
な
ぜ

変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
｣
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
書
き
ま
し
た
｡
今
回
は
､
｢
何
が
変
わ
る
の
｣

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

小
学
校
で
は
｢
英
語
科
｣
が
新
し
く
入
っ
た
り
､

高
校
で
教
科
名
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
り
し

が
､
中
学
校
で
は
､
外
見
上
の
大
き
な
変
化

ら
れ
ま
せ
ん
｡
『
質
的
な
改
善
』
が
求
め
ら

い
る
と
い
う
の
が
全
体
的
な
印
象
で
す
｡
三
一
日

言
え
ば
｢
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
化
に
対
応
す
る
力
を
つ

け
る
ー
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
｡
中
教
審
資
料

か
ら
項
目
を
挙
げ
る
と
､
以
下
の
と
お
り
で
す
｡

○
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
つ
く
ろ
う
｡

-
学
校
と
社
会
が
連
携
･
協
働
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
-
ス
ク

-
ル
を
推
進
す
る
｡

○
人
間
が
学
ぶ
こ
と
の
本
質
的
な
意
義
や
強
み
を

問
い
直
そ
う
｡

-
｢
何
を
学
ぶ
か
｣
｢
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
｣
｢
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
｣
　
と
い
う
三
つ
の
視
点
で
授
業
を
つ
く
る
｡

O
｢
生
き
る
力
｣
と
い
う
理
念
を
具
体
化
し
よ
う
｡

-
知
識
･
技
能
､
思
考
力
･
判
断
力
･
表
現
力
等
､
学
び
に
向

か
う
力
"
人
間
性
を
つ
け
る
｡

○
学
習
過
程
を
質
的
に
改
善
し
よ
う
｡

-
｢
主
体
的
･
対
話
的
で
深
い
学
び
(
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
-
ニ
ン

グ
)
｣
を
実
現
す
る
授
業
を
創
る
｡

○
学
校
数
育
全
体
の
改
善
を
図
ろ
う
｡

-
教
科
横
断
的
な
視
点
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
促
進
す
る
｡

○
教
員
の
業
務
を
､
よ
り
授
業
や
子
ど
も
と
の
関

わ
り
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
｡

-
部
活
動
等
に
お
い
て
地
域
人
材
の
活
用
や
社
会
教
育
と
の
連

携
な
ど
の
工
夫
を
行
う
｡

参
考
-
中
央
教
育
審
議
会
資
料
｢
次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た

こ
れ
ま
で
の
審
議
の
ま
と
め
　
(
素
案
)
　
の
ポ
イ
ン
ト
｣

【
諌
早
の
文
化
･
歴
史
･
人
物
】
-
西
諌
早
中
教
育
の
視
点
か
ら

｢
千
々
石
ミ
ゲ
ル
｣

千
々
石
ミ
ゲ
ル
の
も
の

と
〃
　
思
わ
れ
る
　
〃
ぉ
墓
が
､

本
当
に
ミ
ゲ
ル
の
も
の
か
も

し
れ
な
い
｡
そ
れ
を
証
明
す
る
発
掘

し
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今
､
本
市
多
良
見
町
で
進
ん
で
い
ま
す
｡

平
成
十
五
年
十
二
月
十
四
日
､
諌
早
市
多
良
見
町
で

天
正
遣
欧
少
年
使
節
団
の
一
人
､
千
々
石
ミ
ゲ
ル
の
基

と
思
わ
れ
る
石
碑
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
｡
　
こ
の
発
見

は
､
四
少
年
の
中
で
た
だ
一
人
キ
リ
ス
ト
教
を
棄
て
た

人
物
と
し
て
､
ま
た
こ
れ
ま
で
謎
と
さ
れ
て
き
た
ミ
ゲ

ル
の
晩
年
や
キ
リ
シ
タ
ン
史
を
研
究
す
る
上
で
大
変
意

義
深
い
発
見
と
い
う
こ
と
で
､
連
日
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞

等
で
報
じ
ら
れ
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
｡

諌
早
市
ホ
ー
ム
ぺ
-
ジ
か
J
.

【
お
知
ら
せ
】

○
衣
替
え
の
日
程

･
移
行
期
間
三
十
月
三
日
-
二
十
一
日
(
金
)

･
完
全
移
行
三
十
月
二
十
四
日
(
月
)

※
体
調
等
で
御
相
談
さ
れ
た
い
方
は
､
担
任
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
｡

○
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
関
係
の
日
程

･
十
月
一
日
(
土
)
リ
ハ
-
サ
ル

･
十
月
十
五
日
(
土
)
本
番

※
両
日
と
も
に
､
主
催
者
か
ら
お
弁
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
｡


